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A．研究目的 

 機会あるごとに把握される“支援を要する

（親）子”をフォローしていく方式ではなく、

妊娠届出時から思春期まで全ての親子の母子

保健情報を集積していく方式を市町村にて構

築するにあたっての課題を抽出する。 

 

B．研究方法 

 福岡県嘉麻市の協力を得て、平成 27 年度に

妊娠届けが出され、かつ、その後の出生児の住

民登録が有る 224 例の子どもを対象にした。 

 なお、福岡県嘉麻市は健やか親子 21 の必須

問診項目を乳幼児健診に導入済みである。 

（倫理面への配慮） 

福岡県嘉麻市の母子保健担当課に対して、研

究目的にある「妊娠届出時から思春期まで全て

の親子の母子保健情報を集積していく」方式の

共同構築を依頼した。研究班員は共同構築にお

いて、子どもたち（親を含む）の個人情報に接

することなく、同方式の構築を議論・推進する

ことにした。 

一昨年度と昨年度の本報告においては、妊娠

（届出）時に支援度を自動判定するプログラム

開発について記載した。判定の概要については、

資料 1に記した。 

本年度は、その自動判定結果と、実際の保健

師による支援の状況との関連について分析を

行うこととした。ただし、プログラムによる自

機会あるごとに把握される“支援を要する（親）子”をフォローしていく方式ではなく、妊娠

届出時から思春期まで全ての親子の母子保健情報を集積していく方式を市町村にて構築するに

あたっての課題を抽出するための介入研究を行ってきた。今回は、妊娠（届出）時にプログラム

により自動判定された支援度と、その後 1 歳半健診時点までに保健師が誰にどのような支援を

おこなったのか（実際の動き）の関連をみることにした。ただし、プログラムにより自動判定さ

れた支援度については、その後の保健師の支援の実際に影響しないように取り扱った。これによ

り、いくつかの課題が明らかになった。プログラムによる支援度自動判定結果と、保健師の実際

の支援については、大きな“ずれ”が見られた。具体的には、要支援と自動判定されても、実際

の支援には至らなかった例が 50%を超えていた。今後、保健師等の現場専門職が動く際の参考に

なる「支援度判定を提示するプログラム」を開発していくためにはこの不一致についてより深い

分析を行っていく必要があると考えられた。 
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動判定結果は、保健師の実際の動きから独立し

て扱うもの（影響を及ぼさないように）として

配慮した。 

 

C．研究結果 

1．支援度判定項目への当てはめ 

 対象とした 224 例が、支援度判定を行うにあ

たって選定された項目（資料 1）にどの程度該

当しているかを確認した。その結果を、図 1に

示した。1 つ以上の項目に該当した例は約 70%

であることがわかった。 

 

2．特定妊婦関連項目への当てはめ 

 対象とした 224 例が、特定妊婦に関連する項

目にどの程度該当しているかを確認した。その

結果を、図 2に示した。1つ以上の項目に該当

した例は約 70%であることがわかった。 

 

3．プログラムによる支援度判定と保健師の支

援状況の関連  

 対象とした 224 例において、プログラムによ

り判定された支援度と、1歳半健診前までの実

際の保健師の支援状況との関連をまとめた結

果を表 1に示した。 

 プログラムにより要支援区分 3［課内対応］

と判定されたものは 49 例であったが、そのう

ち保健師が実際の支援を行っていたのは 7 例

であった。その内訳は 3例が課内対応による支

援であり、4例が機関連携による支援であった。

支援に至らなかったのは 42例（85.7%）であっ

た。 

 プログラムにより要支援区分 4［機関連携対

応］と判定されたものは 53 例であったが、そ

のうち保健師が実際の支援を行っていたのは

24例であった。その内訳は 10例が課内対応に

よる支援であり、14 例が機関連携による支援

であった。支援に至らなかったのは 29 例

（54.7%）であった。 

 

4．１歳半健診までの判定項目 

 1歳 6か月健診時点における支援度判定（プ

ログラム）に用いる項目を表 2に示した。これ

らの項目は妊娠出産時点から 1 歳 6 か月健診

時点までの期間における情報を包含している。 

 

D．考察 

 プログラム（保健師が項目と得点を作成）に

よって判定された支援度と実際の保健師の支

援状況に大きな“ずれ”が見られた。そのずれ

は、支援度が高いほうに見られた。具体的には、

支援が必要（課内対応か機関連携対応）と自動

判定されていても、実際の支援には至らなかっ

た例がどちらの区分においても 50%を超えて

いた。 

これらのずれが生じる要因として、下記のこ

とが考えられた。 

************************************* 

A. 項目選定に問題がある 

B. 得点（重み付け）に問題がある 

C. 組み合わせにより行動している 

  C1. 加算による見方 

 C2. 減算・相殺による見方 

************************************* 

 まず、A.プログラムによる支援度判定にあた

っての項目の選定を見直す必要があるという

ことである。妊娠期からの保健師の動きを予測

しうる項目選定の精度を上げる必要がある。 

 つぎに、B.それぞれの項目に与える得点、す

なわち重み付けを見直す必要があるというこ

とである。これらの重みについては、過大評価

の傾向があるとも考えられた。 

 そして最も重要なのは、C.項目の組み合わせ

に関するプログラミングが必要だということ

である。これには 2つの見方があり、そのどち
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らにも対応する必要がある。 

 一つ目は加算の見方である。項目 aと項目 b

の両方に該当している場合には、保健師は実際

に支援に動いているかという分析である。 

 二つ目は減算・相殺の見方である。項目 cの

重みが大きい場合、項目 dに該当していない場

合には項目 c の影響が小さくなるという視点

の分析が求められる。例えば、精神疾患が親に

あったとしても、支援する者が周囲にいる場合

には、自らの力で行動できる可能性が高くなり、

支援度も軽くなるという考え方である。 

 プログラムによる支援度判定は過大評価の

傾向にあったことを考えると、この最後にとり

あげた減算・相殺の観点から項目を組み合わせ

るプログラムを作る必要があると考えられた。 

 保健師が実際の支援に動く際に、参考となる

支援度判定がコンピュータによりなされるこ

とができれば、母子保健に携わる保健師の支援

業務の計量やその変動分析、さらには支援漏れ

を無くすことに寄与すると考えられる。そのた

めには、今回の研究で明らかになった“ずれ”

をより小さくしていく計算式開発が必要であ

ることがわかった。 

 

E．結論 

 機会あるごとに把握される“支援を要する

（親）子”をフォローしていく方式ではなく、

妊娠届出時から思春期まで全ての親子の母子

保健情報を集積していく方式を市町村にて構

築するにあたっての課題を抽出するための介

入研究を行った。今回は、妊娠（届出）時にプ

ログラムにより自動判定された支援度と、その

後 1 歳半健診時点までに保健師が誰にどのよ

うな支援をおこなったのか（実際の動き）の関

連をみることにした。ただし、プログラムによ

り自動判定された支援度については、その後の

保健師の支援の実際に影響しないように取り

扱った。これにより、いくつかの課題が明らか

になった。プログラムによる支援度自動判定結

果と、保健師の実際の支援については、大きな

“ずれ”が見られた。具体的には、要支援と自

動判定されても、実際の支援には至らなかった

例が 50%を超えていた。プログラムは過大評価

をする傾向にあった。これはプログラムの計算

式に項目間の減算・相殺関係が取り入られてい

ないからであることが示唆された。 

今後、保健師等の現場専門職が動く際の参考

になる「支援度判定を提示するプログラム」を

開発していくためにはこの不一致についてよ

り深い分析を行い、そのずれを小さくしていく

必要があると考えられた。 

 

F．研究発表 

1．論文発表 

 なし 

 

2．学会発表 

 なし 

 

G．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1．特許取得 

なし 

 

2．実用新案登録 

なし 

 

3．その他 

なし 
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